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1． はじめに 

三重県は全国でも有数の漁場であり，海苔養殖業・牡蠣

養殖業は生産量がともに全国第 7位と盛んである[1] ．海苔

養殖業者・牡蠣養殖業者は海象状況に合わせて養殖網の調

整を行うが，正確な海象データを把握することは難しく，

経験と勘に頼っているのが現状である． 

そこで本研究では，リアルタイムでの海象データの取得

のために海洋観測ブイを開発し，黒海苔養殖場・青海苔養

殖場・牡蠣養殖場に設置する．また，得られた海象デー

タ・画像を容易に閲覧できる仕組みを作る．これにより，

作業工程の時期が明確になり漁獲量の安定化に繋がる．ま

た，データを蓄積し，解析することで関係する海象データ

の予測も可能となることが期待される． 

2 ．海洋観測システムの概要 

システム構成を図 1 に示す．本システムは海洋観測装置

を海苔養殖場の支柱または海上フロートに設置 することで，

定期的に水温・水位・カメラ映像・GPS を取得する．デー

タ取得のインターバル時間は管理サイト上で変更が可能で

ある．海象データはサーバに保存され，ウェブサイトから

リアルタイムに監視ができる． 

これにより利用者である水産事業者は遠隔で海象データ

を確認でき，海象状況に合わせて準備や対策を講じること

ができる． 

3．海洋観測装置の製作・設置 

開発した海洋観測ブイを図 2 に示す．RaspberryPi3 とモ

バイル通信網を利用してデータ収集と送信を行なっている．

また，給電にソーラーバッテリーを用いることで，1 日を

通してデータを取得することが可能である．観測ブイの設

置例を図 3 に示す．黒海苔養殖における支柱式養殖では、

支柱に固定し設置する．浮流し式養殖では，開発した海上

フロートに設置して観測を行っている． 

現在，三重県伊勢志摩の漁場を中心に設置し，データの

蓄積と解析を行っている．設置場所は表１に示す．データ

は来季の実用化に向けて活用する． 

 

4．海象データの閲覧サイト作成 

蓄積した海象データの閲覧をする Web ページを図 4 に示

す．設置した観測場所ごとに画像・水温・水位の情報を時

間の変化に合わせて表示する．海象データをグラフで表示

することで，時間の移り変わりによる変化を容易に確認す

ることができる． 

 

   
図4  海象データの閲覧サイト 

5．おわりに 

 本研究で開発した海洋観測ブイを用いてデータを可視化

することにより，水産業の業務改善が期待される．例えば，

天文潮位と実測潮位には違いがあり，支柱式の海苔養殖に

おいては網の高さを決める上で重要なデータである． 

今後は収集したデータから未来の予測も可能にすること

でより良い支援ができるようにしていきたい． 
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図1  システム構成図 

  
図2  海洋観測ブイ 図3  支柱式養殖の設置例 

表1  海洋観測ブイの設置場所（１月末現在） 

設置場所 設置台数 設置方法 

伊勢市今一色 4 台 支柱・フロート 

鳥羽市桃取 1 台 海上フロート 

鳥羽市浦村 3 台 牡蠣筏 

志摩市磯部 10台(設置予定) 支柱・フロート 


